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6・7面　タウンガイド
催し・講座・子育て・募集・お知ら
せなど、暮らしに役立つ便利な情報
が満載。

２面　徹底的な行政改革を実施
平成25年度の改革効果額は44億７千
万円。財源を効果的に活用し、市民
サービスの向上に努めています。

３面　悪質商法に気をつけよう
悪質商法によるトラブルが後を絶ち
ません。被害を未然に防ぐためのポ
イントをお知らせします。

４・５面　ようこそ、あつぎ素敵美術館へ
ぼうさいの丘公園に並ぶ石彫作品。市
内の芸術家たちの夢が詰まった手づ
くり美術館を紹介します。

　
「
互
い
に
見
合
っ
て
。
は
っ
け
よ
ー
い
、

の
こ
っ
た
」。
行
事
の
掛
け
声
と
同
時
に
、

ま
わ
し
姿
の
子
ど
も
た
ち
が
力
強
く
地
面

を
蹴
っ
て
飛
び
出
し
て
い
き
ま
す
。「
が

ん
ば
れ
」「
押
せ
押
せ
」。
土
俵
上
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
熱
の
こ
も
っ
た
取
組
に
、
応

援
に
も
力
が
入
り
ま
す
。

　

子
ど
も
相
撲
大
会
は
、
藤
塚
団
地
自
治

会
が
藤
塚
児
童
館
の
30
周
年
を
記
念
し
て

７
年
前
に
始
め
た
催
し
で
す
。
こ
と
し
は

依
知
地
区
全
域
を
対
象
に
参
加
者
を
募

り
、
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
現
在
、
大

会
の
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
の
は
、
青
少

年
健
全
育
成
会
な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員

会
で
す
。
委
員
長
の
天
野
学
さ
ん
（
56
・

上
依
知
）
は
「
相
撲
の
礼
儀
作
法
を
身
に

付
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
素
足
で
土
を
踏

み
、
生
身
の
人
の
力
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

き
っ
と
貴
重
な
経
験
に
な
る
は
ず
」
と
期

待
を
寄
せ
ま
す
。

　

負
け
て
砂
ま
み
れ
に
な
り
、
悔
し
さ
を

か
み
し
め
な
が
ら
も
、
相
手
に
礼
を
し
土

俵
を
下
り
る
子
ど
も
た
ち
。
夏
休
み
最
後

の
土
曜
日
は
、
思
い
出
に
残
る
一
日
に
な

り
ま
し
た
。

問
依
知
北
公
民
館
☎
225
‒
２
５
６
３

依
知
子
ど
も
相
撲
大
会

大会は藤塚みどり公園にある土俵を使って開催

大会前には力士を招いた相撲教室も実施

問広報課☎225-2448

ゆるキャラグランプリ

一つのメールアドレスで、１
日１回投票できます。詳細や
ID登録はこちらから ⬇

毎日投票して、あゆコロちゃんを日本一に！

ゆるキャラグランプリ 検 索
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夏
の
相
模
川
で
、
20
数
年
ぶ
り
に
ア
ユ
の

つ
か
み
取
り
が
復
活
し
ま
し
た
。

　

市
制
60
周
年
を
機
に
、
期
間
限
定
で
「
厚

木
鮎
つ
か
み
取
り
組
合
」が
開
催
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
な
ど
が
、
い
け
す
か
ら
ア
ユ
を

つ
か
み
取
り
、
そ
の
場
で
塩
焼
き
。
相
模
川

な
ら
で
は
の
光
景
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

　

12
日
間
の
開
催
で
、
県
内
外
か
ら
７
０
０

人
を
超
え
る
方
々
が
集
ま
り
ま
し
た
。
９
月

４
日
に
は
、
地
域
作
業
所
の
皆
さ
ん
も
招
待

さ
れ
、川
に
足
を
踏
み
入
れ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
。

そ
の
姿
に
私
も
、
一
緒
に
ア
ユ
を
追
い
掛
け

た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
、
思
わ
ず
ズ
ボ
ン
の
裾

を
ま
く
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

厚
木
の
名
産
を
聞
か
れ
、
ア
ユ
と
答
え
る

方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
も

子
ど
も
の
こ
ろ
、
川
で
釣
っ
て
は
天
ぷ
ら
に

し
て
お
い
し
く
食
べ
た
も
の
で
す
。

　

復
活
し
た
つ
か
み
取
り
は
、
市
内
の
観
光

を
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
「
ふ
る
さ
と
」
と
「
母
な
る
川
」
の
素
晴

ら
し
さ
を
再
確
認
し
て
も
ら
う
絶
好
の
機
会

に
な
り
ま
し
た
。
来
年
以
降
も
継
続
し
、「
に

ぎ
わ
い
」
と
「
ふ
れ
あ
い
」
を
ま
す
ま
す
生

み
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

元
気

組合の濁川組合長（中央）、鈴木さんと

促
、
夜
間
相
談
な
ど
を
実
施
。
徴
収
が
困
難

な
事
案
は
、
債
権
回
収
を
専
門
に
扱
う
職
員

が
受
け
持
ち
ま
す
。
そ
の
他
、
市
の
サ
ー
ビ

ス
に
対
し
て
公
平
に
費
用
負
担
し
て
い
た
だ

く
利
用
者
負
担
の
適
正
化
や
、
市
有
地
の
売

却
な
ど
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
徹
底
し
た
経
費
削
減
と
収
入
確
保

の
ほ
か
、
市
債（
市
の
借
金
）の
減
少
に
も
努

め
て
い
ま
す
（
左
上
グ
ラ
フ
参
照
）。
現
在

の
健
全
な
財
政
を
維
持
し
、
将
来
を
見
据
え

た
行
政
経
営
の
確
立
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

外
部
機
関
が
進
行
状
況
を
点
検

　

行
革
の
進
行
状
況
は
、
学
識
経
験
者
や
公

募
市
民
で
つ
く
る
行
政
改
革
調
査
委
員
会
が

点
検
し
て
い
ま
す
。
委
員
会
は
、
取
り
組
み

の
結
果
を
調
査
・
審
議
し
、
市
に
助
言
。
安あ

達だ
ち

和か
ず

年と
し

委
員
長
（
56
）
は
、「
目
標
に
届
か

な
か
っ
た
項
目
は
原
因
を
調
査
し
、
今
後
に

生
か
す
必
要
が
あ
る
。
改
革
の
成
果
は
、
市

民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
す
。
市
で
は
、
行
革
の
結
果
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
公
開
し
、

透
明
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

未
来
を
見
据
え
た
新
計
画

　

第
５
次
行
革
で
は
、
時
代
に
即
し
た
行
政

運
営
も
展
開
し
て
い
ま
す
。
地
域
と
連
携
し

て
防
災
訓
練
の
内
容
を
充
実
さ
せ
た
ほ
か
、

企
業
の
協
力
を
得
て
帰
宅
困
難
者
用
の
一
時

滞
在
施
設
を
新
設
す
る
な
ど
、
市
民
協
働
に

よ
る
防
災
対
策
も
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
公

共
施
設
や
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
導
入
や
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
誘
致
な
ど
、

市
全
体
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
も

進
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
現
在
、
27
年
度
か
ら
新
た
に
取
り

組
む
行
革
の
計
画
内
容
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
の
課
題

を
整
理
し
、
未
来
の
厚
木
市
に
必
要
な
項
目

を
盛
り
込
み
ま
す
。計
画
を
着
実
に
実
行
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
満
足
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
行
政
経
営
課
☎
225
‒
２
２
８
０

　

市
内
に
は
、
工
業
系
や
農
業
系
な
ど
特
色

あ
る
５
大
学
（
神
奈
川
工
科
大
、
松
蔭
大
、

湘
北
短
期
大
、
東
京
工
芸
大
、
東
京
農
業
大
）

が
あ
り
ま
す
。
市
は
大
学
の
特
性
と
専
門
性

を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ
う
と
、
平
成
20
年

に
５
大
学
と
協
定
を
締
結
。
各
大
学
と
連
携

し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

市
が
行
革
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
昭
和

60
年
。
健
全
な
行
政
運
営
と
、
よ
り
良
い
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
導
入
し
ま

し
た
。
以
降
、
社
会
情
勢
や
市
の
財
政
状
況

な
ど
に
合
わ
せ
て
定
期
的
に
改
革
の
計
画
を

策
定
。
平
成
24
～
26
年
度
の
第
５
次
行
革
で

は
、
①
ス
リ
ム
化
し
た
組
織
の
実
現
②
市
民

と
の
協
働
の
推
進
③
強
固
で
持
続
可
能
な
経

営
基
盤
の
確
立
―
の
三
つ
を
柱
に
据
え
、
改

革
を
進
め
て
い
ま
す
。

経
費
削
減
と
収
入
確
保

　

経
費
削
減
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
人
件
費

の
削
減
で
す
。
市
で
は
、
よ
り
効
率
的
に
業

務
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
組
織
の
統
廃
合
を
重

ね
、段
階
的
に
職
員
数
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。

25
年
度
に
は
27
人
の
職
員
を
削
減
し
、
２
億

２
千
万
円
の
効
果
額
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
５

年
間
で
１
６
９
人
（
23
億
５
千
万
円
）
の
削

減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

効
果
的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に

は
、
収
入
を
増
や
す
こ
と
も
必
要
で
す
。
市

で
は
、
市
税
や
保
険
料
な
ど
の
収
納
を
強
化

し
、
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
滞
納

分
を
徴
収
す
る
た
め
、
自
宅
訪
問
や
電
話
督

　市では、行政運営の効率化や経費削減などを進める「行政
改革」（行革）に取り組んでいます。平成25年度の改革によ
る効果額は44億７千万円。限りある財源を効果的に活用し、
市民サービスの向上に努めています。

行
政
改
革

ト
ピ
ッ
ク

効果的な改革で子育て世帯への支援も拡充

市の業務を分析・見直し

徹底的な行政改革を実施

1015

928
898 886886

831831 827
817 803

（年度）

（億円） 《市債残高の推移》

　５大学と市が連携して取り組んだ事
業のほか、大学・学生の特色ある活動
を写真や成果物、パネルなどで展示し
ます。ぜひお立ち寄りください。
《日時》10月11・12日　10時～18時
《場所》あつぎ市民交流プラザ

問企画政策課☎225-2590

大学と連携したまちづくりを推進

継続的に市債を削減

主な連携事業
◆�「あつぎ協働大学」の開講（5大学）
◆�市の各種審議会などへの教員の参加（5大学）
◆オーストラリア学生との国際交流（湘北短期大）
◆�「かながわ移動観光大学」の開講（松蔭大）
◆�「あつぎビジョン」行政CMの制作（東京
工芸大、神奈川工科大）

◆�「新あつぎ市民健康体操」の制作（神奈川
工科大）

◆�小学生が河川環境の実態を学習する「水辺
ふれあい事業」の実施（東京農業大）

厚木市と市内５大学協働ギャラリー

水辺ふれあい事業の様子
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悪
質
商
法
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
昨
年
度
市
に
は
、
1
4
1
6
件
の

相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
最
も
多
い
の
は

高
齢
者
か
ら
の
相
談
で
す
が
、
最
近
は
手
口

が
一
層
巧
妙
に
な
り
、
年
齢
を
問
わ
ず
誰
で

も
だ
ま
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

多
様
化
す
る
手
口

　

消
費
者
か
ら
特
に
多
く
寄
せ
ら
れ
る
相
談

は
、「
架
空
請
求
・
不
当
請
求
」
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
一
度
ク
リ
ッ
ク
し
た
だ
け

で
高
額
な
費
用
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

　

最
近
で
は
、も
う
け
話
を
持
ち
掛
け
て
金
銭

を
だ
ま
し
取
る
「
利り

殖し
ょ
く

商
法
」
や
、注
文
し

て
い
な
い
商
品
を
勝
手
に
送
り
付
け
て
代
金

を
請
求
す
る
「
送
り
付
け
商
法
」
な
ど
も
増

え
て
い
ま
す
（
左
表
参
照
）。

疑
問
を
持
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談

　

悪
質
商
法
の
多
く
は
、
初
め
に
う
ま
い
も

う
け
話
を
持
ち
掛
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
そ
の
話
に

疑
問
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
は
「
悪
質

業
者
の
巧
み
な
話
術
を
前
に
す
る
と
、
多
く

の
人
は
冷
静
さ
を
失
っ
て
し
ま
う
。
被
害
は

誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
可
能
性
が
あ
る
と
認

識
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
ま
す
。

　

話
に
疑
問
を
感
じ
た
時
は
、
す
ぐ
に
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
代
金

支
払
い
後
で
も
、
相
談
か
ら
解
決
の
糸
口
が

見
つ
か
り
、
返
金
さ
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

危
機
意
識
を
高
め
よ
う

　

市
で
は
、悪
質
商
法
に
関
す
る
知
識
を
身
に

付
け
て
も
ら
う
た
め
の
講
座
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
い
つ
自
分
の
身
に
降
り
掛
か
る
か
分

か
ら
な
い
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
。
危
機
意
識

を
高
め
、
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
225
‒
２
１
５
５

※
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
294
‒
5
8
0
0

問環境事業課☎225-2780 問くらし交通安全課☎225-2148

あつぎ 元気Wave
CATV  10/1〜放送

　

言
葉
巧
み
に
消
費
者
を
だ
ま
し
、
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
犯
罪
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
悪
質
商
法
か

ら
市
民
を
守
る
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

多
様
化
す
る
手
口
を
知
り
、
危
機
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

被
害
や
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

悪
質
商
法
に
気
を
つ
け
よ
う

トピック 消費者問題

相談員が、被害を防ぐためのアドバイスをします

　悪質商法の実態と対処法をテーマに講演会を開
催します。ぜひご参加ください。
日時　10月20日　13時30分～15時
会場　厚木商工会議所
定員　100人
申10月17日までに消費生活センター
☎225-2155へ。抽選。 申141387

　市内で振り込め詐欺の被害が多発しています。ことしも1月か
ら8月までに26件、約9800万円の被害が発生しています。

・留守録機能のある電話機は、常に留守番設定にする
・ナンバーディスプレイのある電話では、知らない番号に出ない
・家族内の合言葉（ペットの名前や誕生日など）を決めておく
・不審な電話を受けたら、すぐに家族や警察☎223-0110、市に相談する

【出し方】
・枝は長さ50㌢程度（直径12㌢まで）に切り、麻ひもなどで縛る
・小枝、落ち葉、雑草（土は落とす）は、透明・半透明の袋に入れる
・回収業者に電話で予約し、玄関前などの分かりやすい場所に出す
【回収しないもの】
・竹、シュロ、つる性の樹木など繊維質の強い植物
・事業所や事業活動から出たせん定枝など
・袋の中に異物（紙、缶、ペットボトルなど）が含まれている場合　

●架空請求・不当請求（ワンクリック詐欺）
　インターネットサイトをクリックしただけで利
用したかのように思わせ、費用を請求する。
●利殖商法　
　「元本保証」や「高配当・高金利」をうたって
投資などを誘い、お金をだまし取る。
●送り付け商法
　注文を受けたかのような電話をかけ、商品を一
方的に送り付けて代金を要求する。
●押し買い商法（訪問購入）
　業者が訪問し、見せた貴金属などを強引に安く
買い取る。後に返品を要求しても応じない。
●キャッチセールス商法
　アンケートなどと言って通行人に近づき、営業
所や喫茶店に誘い込んで、商品を購入させる。
●点検商法
　「無料で点検する」と訪問し、不安をあおる説
明をして、高額な契約をさせる。

～主な悪質商法の手口～

振り込め詐欺に注意しましょう

消費者問題講演会

無料

〜リサイクルの流れ〜

①回収後、資源化施
設に運ばれる

②異物が混ざってい
ないか確認

③異物を取り除き、
機械で細かく粉砕

④粉砕後、1年間か
けて発酵させ堆肥に

※環境センターにある回収専用のコンテナに持ち込みもできます。

●回収業者が変わります（10月1日～）　有限会社　関東配電
☎248‐2443（土・日曜、祝日除く9時～12時、13時～16時30分）

せん定枝のリサイクル

・�子や孫などになりすまし「小切手の入ったバッグを
忘れた」「代わりの者が取りに行く」と言い、お金
を要求する

・市の職員などを装い「医療費が還付される」と言って、
　ＡＴＭ（現金自動預け払い機）に行くよう指示する

《振り込め詐欺の主な手口》

〜被害に遭わないために〜

お金の話になったら詐欺を疑いましょう注意

　家庭から出るせん定枝、落ち葉、雑草などは
「もえるごみ」ではなく、再利用できる資源です。
回収後は資源化施設に運ばれ、畑の堆肥として
生まれ変わります。無料で戸別回収しています
ので、ぜひご利用ください。
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温水783-1☎270-1035
■厚木バスセンター（9番乗り場）から
●森の里（船子経由）行
　…柳町下車、徒歩10分
●七沢・広沢寺温泉・森の里（高松山経由）行
　…高坪入口下車、徒歩10分

■小田急線本厚木駅南口（14番乗り場）から
●東京農業大学行
　…東京農業大学下車、徒歩1分
■小田急線愛甲石田駅（2番乗り場）から
●毛利台団地行
　…柳町下車、徒歩10分

手 づ く り の 美 術 館手 づ く り の 美 術 館特集

アクセス

　プロの彫刻家や子どもたちが作っ
たバラエティー豊かな作品が勢ぞろ
い。人気のワークショップも盛りだ
くさんです。ご家族そろって、お出
掛けください。
問文化生涯学習課☎225-2508

❶大山を望む見晴らしの良い場所に展示さ
れた髙橋さんの作品「石のかたち」❷穴を掘
り、コンクリートを流し入れた基礎造り❸ワー
クショップでは、参加者に石の掘り方を指導
❹草刈りの合間に談笑するメンバーたち❺
作品を囲う竹垣も自分たちで製作した

参加型イベント

ボランティア募集

■石彫アート教室
　10月13日、10時～15時。彫刻家の指導で作品をつくる。1000円。
■写真教室
10月13日、13時～14時30分。展示作品を題材にした写真の
撮り方の講義・実習。無料。カメラをお持ちください。

【内容】 開催期間中の運営手伝い（受付、教室の運営サポート）
【対象】 高校生以上の方

❸

❹

❺

❷

❶

ート）ート）トト）

　「美術館のないまちに美術館をつくろう」―。そんな思いから、
ぼうさいの丘公園に展示された10 点の石彫作品を知っていますか。
「誰もがいつでも芸術作品に触れられるように」。まちの芸術家たち
の夢が詰まった手づくり美術館では、ほっとしたり不思議だったり、
さまざまな表情を持つ作品がいつでも来園者を迎えてくれます。

● 木の実のアクセサリー教室
　10月13日、10時～15時。木の実を
　使ったブローチなどのアクセリー
　作り。無料（一部の材料は有料）。　当日直接会場へ。
● 野外音楽
　10月12日、11時～。ジャズ、和太鼓、日本舞踊など。
　　当日直接会場へ。

★缶バッジづくり
　好きなイラストで缶バッジを作る。
　無料（一部の材料は有料）。
★水中アートコイン
　水中のアート作品にコインを投げ入れる。
　 いずれも当日直接会場へ。

　■印の定員は各20人。　ファクス、Ｅメールに教室名、
〒住所、氏名、電話番号（石彫アート教室は参加人数と石の個
数）を書き、10月9日までに〒243－8511文化生涯学習課☎
225‒2508薨225‒3130・e-mail=0350@city.atsugi.kana
gawa.jpへ。抽選（当日も先着10人まで参加できます）。　

10月18・19日。
抹茶のもてなし。無料。
　当日直接会場へ。

～自然と芸術のコラボレーション～ あつぎ市民芸術文化祭～自然と芸術のコラボレーション～ あつぎ市民芸術文化祭自然とと芸芸芸術のコラボレ ション  あつぎのコラボレ ション  あつぎ市民芸術文化祭芸市民芸術文化祭

季節の丘

多目的広場
避難場所

避難場所

避難場所

避難場所

ヘリポート

避難場所

耐震性貯水槽

備蓄倉庫

ふれあい広場

展望広場

原っぱ

避難場所
子供広場

スケートボード場

南口
西口

北口

東口

センター施設

野草の回廊

野外ステージ

小動物園
遊びの池

コート

遊びの丘

案内看板

案内看板

アンケート台

場場ふふふふれ

園物園園

作品展示場所

災害対応施設
防災用スプリンクラー
非常用便所
井戸
災害用水栓
非常用発電機

野鳥の池

電話またはファクス、Ｅメールに〒住所、氏名、電話番号を書き、10月9日までに文化生涯学習課
☎225‒2508薨225‒3130・e-mail=0350＠city.atsugi.kanagawa.jpへ。

美術館の魅力を紹介
（詳細は6面）

5 4平成２6年10月１日

　

大
山
に
向
か
い
静
か
に
祈
り
を
さ
さ
げ
る

修
道
僧
、
天
を
仰
ぐ
フ
ク
ロ
ウ
の
親
子
、
箱

か
ら
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
ス
イ
カ
︱
。
思
わ
ず

見
入
っ
て
し
ま
う
作
品
が
、
公
園
を
散
策
す

る
来
園
者
の
足
を
止
め
て
い
ま
す
。
昨
年
９

月
か
ら
設
置
を
進
め
、
こ
と
し
の
３
月
に
完

了
し
た
「
あ
つ
ぎ
素
敵
美
術
館
」
の
展
示
作

品
で
す
。
こ
の
野
外
美
術
館
を
つ
く
っ
た
の

は
、「
あ
つ
ぎ
素
敵
美
術
館
を
つ
く
る
会
」。

メ
ン
バ
ー
は
、
こ
と
し
で
24
回
目
を
迎
え
る

「
野
外
彫
刻
造
形
展
」の
運
営
に
携
わ
っ
て
き

た
13
人
で
す
。

　

野
外
彫
刻
造
形
展
は
、
森
の
里
に
あ
る
若

宮
公
園
を
会
場
に
平
成
３
年
に
始
ま
り
、
上

古
沢
緑
地
や
荻
野
運
動
公
園
に
会
場
を
移
し

な
が
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
始
め
は

数
人
の
作
家
が
作
品
を
出
展
す
る
展
覧
会
で

し
た
が
、
今
で
は
公
募
を
含
め
約
50
点
も
の

作
品
が
並
ぶ
イ
ベ
ン
ト
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。

　

年
に
一
度
、
一
週
間
だ
け
の
展
示
に
は

「
も
っ
と
長
く
開
催
し
て
ほ
し
い
」と
延
長
を

望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に

応
え
た
の
が
、彫
刻
家
の
肱ひ
じ

元も
と

伸し
ん

さ
ん
（
45
・

愛
川
町
）で
す
。
肱
元
さ
ん
は「
作
家
に
と
っ

て
も
、
作
品
を
展
示
す
る
場
所
が
あ
る
の
は

大
切
な
こ
と
」
と
仲
間
に
声
を
掛
け
、
24
年

5
月
に
あ
つ
ぎ
素
敵
美
術
館
を
つ
く
る
会
を

結
成
。
ぼ
う
さ
い
の
丘
公
園
に
作
品
を
常
設

展
示
す
る
計
画
を
、
市
民
協
働
事
業
提
案
制

度
（
※
）
を
使
っ
て
市
に
提
案
し
ま
し
た
。

　

計
画
は
、
25
年
４
月
か
ら
の
実
施
事
業
に

決
定
。芸
術
家
た
ち
が
市
と
協
働
し
て
企
画
・

運
営
す
る
、
青
空
の
下
の
美
術
館
づ
く
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
　

　

ぼ
う
さ
い
の
丘
公
園
は
起
伏
や
傾
斜
に
富

み
、
作
品
を
魅
力
的
に
見
せ
ら
れ
る
場
所
が

た
く
さ
ん
あ
る
一
方
、
展
示
に
向
け
た
課
題

も
抱
え
て
い
ま
し
た
。
避
難
経
路
や
テ
ン
ト

を
張
る
場
所
の
確
保
な
ど
、
災
害
に
も
対
応

市制60周年
カウントダウン事業

で
き
る
よ
う
に
展
示
す
る
に
は
、
細
心
の
注

意
が
必
要
で
し
た
。
肱
元
さ
ん
た
ち
は
最
適

な
展
示
場
所
を
決
め
る
た
め
、
市
な
ど
と
何

度
も
協
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

作
品
の
設
置
は
、
25
年
9
月
に
始
ま
り
ま

し
た
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
の
基
礎
造
り
か
ら
、

台
座
や
本
体
、
案
内
看
板
の
設
置
ま
で
、
全
て

の
工
程
を
自
分
た
ち
で
手
掛
け
ま
し
た
。
重

い
も
の
で
約
７
㌧
に
も
及
ぶ
作
品
を
設
置
す

る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
な
ど

の
合
間
に
集
ま
り
、
協
力
し
て
作
業
を
進
め

て
い
っ
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
。
完
成
に
は
半
年

を
要
し
ま
し
た
。

　
　

　

展
示
し
た
10
点
の
作
品
は
、
メ
ン
バ
ー
で

野
外
彫
刻
造
形
展
運
営
委
員
長
の
髙
橋
正
晴

さ
ん
（
64
・
愛
名
）
を
は
じ
め
、
肱
元
さ
ん

が
声
を
掛
け
た
作
家
か
ら
提
供
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。「
石
を
掘
っ
た
り
削
っ
た
り
す
る
こ

と
で
重
さ
や
体
積
は
減
っ
て
も
、
作
品
に
は

元
の
石
よ
り
強
い
存
在
感
を
持
た
せ
る
こ
と

が
醍だ
い

醐ご

味み

」
と
石
彫
の
魅
力
を
語
る
髙
橋
さ

ん
。
展
示
し
た
「
石
の
か
た
ち
」
は
、
髙
橋

さ
ん
が
イ
タ
リ
ア
郊
外
の
修
道
院
で
見
た
修

道
僧
の
姿
に
感
銘
を
受
け
、
７
年
ほ
ど
掛
け

て
こ
つ
こ
つ
と
作
り
上
げ
た
作
品
で
す
。「
見

る
人
が
石
の
持
つ
独
特
の
雰
囲
気
に
触
れ

て
、
こ
う
い
う
表
現
も
あ
る
ん
だ
と
感
じ
て

も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

作
品
は
、
公
園
の
雰
囲
気
と
の
調
和
を
保

ち
な
が
ら
も
芸
術
性
が
希
薄
に
な
ら
な
い
よ

う
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
て
選
ば
れ
、
中
に
は

一
見
何
か
分
か
ら
な
い
抽
象
的
な
も
の
も
あ

り
ま
す
。「
誰
も
が
分
か
り
や
す
い
作
品
だ
け

で
は
な
い
け
れ
ど
、
芸
術
っ
て
何
だ
ろ
う
と

考
え
る
き
っ
か
け
を
つ
く
り
た
い
」
と
肱
元

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

展
示
が
始
ま
っ
て
半
年
、
メ
ン
バ
ー
は
毎

月
の
よ
う
に
集
ま
り
、
草
刈
り
な
ど
作
品
の

管
理
や
整
備
を
し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
施

設
に
設
置
し
た
来
園
者
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
は
「
た
く
さ
ん
の
彫
刻
が
風
景
に
な
じ
ん

で
い
る
」「
楽
し
く
散
策
で
き
た
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
、
メ
ン
バ
ー
の
励
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　

　

会
で
は
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

に
も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
石
彫
や
ア
ク
セ

サ
リ
ー
、
巣
箱
を
作
る
教
室
な
ど
種
類
も
さ

ま
ざ
ま
。
常
連
の
参
加
者
が
出
る
ほ
ど
人
気

の
教
室
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
作
品
を
見
て

も
ら
う
喜
び
も
体
験
で
き
る
よ
う
に
、
完
成

品
は
公
民
館
な
ど
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
11

月
に
は
ア
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
教
室
を
計
画
し
て

い
る
ほ
か
、
戸
田
小
学
校
の
空
き
教
室
を
利

用
し
た
展
覧
会
に
も
参
加
し
ま
す
。

　
「
展
示
を
見
た
り
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
た
り
し
た
子
た
ち
が
、
将
来
も
の
づ
く

り
に
携
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
活

動
は
地
味
だ
け
れ
ど
、
続
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
」と
話
す
肱
元
さ
ん
。「
生
活
の
中
に
芸

術
が
自
然
に
溶
け
込
む
よ
う
な
環
境
づ
く
り

を
し
て
い
け
れ
ば
」
と
先
を
見
据
え
ま
す
。

　
「
訪
れ
た
人
が
作
品
と
向
き
合
う
こ
と
で
、

心
豊
か
に
何
か
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
」︱
。

そ
ん
な
メ
ン
バ
ー
の
思
い
を
背
負
い
、
作
品

は
今
日
も
来
園
者
を
迎
え
て
い
ま
す
。

問
文
化
生
涯
学
習
課
☎
２２５
‒
２
５
０
８

七沢のアトリエで石を彫る肱元さん

オリジナルの歌も制作

※
市
民
協
働
事
業
提
案
制
度

地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
、
市
民
活
動
団
体

と
市
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
事
業

に
取
り
組
む
制
度

CATV 10/1〜放送
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６平成26年10月１日

務委託などの入札参加を希望する
事業者は、定期申請が必要です。
申12月1日までにかながわ電子入
札共同システムのホームページか
ら申請し、12月2日（消印有効）
までに提出書類を簡易書留で〒243-
8511契約検査課☎225-2171へ。

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種
　《期間》10月1日～平成27年3月31
日《対象》接種当日市内に住所が
あ り、 ①65・70・75・80・85・90・
95歳または100歳以上の方②60歳～
64歳で、日常生活が制限される程
度の障がいがある方（詳細は、事
前にお問い合わせください）。過去
に肺炎球菌ワクチンの接種を受けた
方は対象外《接種場所》市高齢者
肺炎球菌ワクチン予防接種契約医療
機関《費用》4000円。市民税非課
税世帯や被生活保護世帯の方など
は、事前に申請すると免除されます。

健康づくり課☎225-2201。

違反建築防止週間(10月15日〜21日)
　期間中は、建築基準法のP R活動
や違反建築防止パトロールなどを実
施します。 建築指導課☎225-2432。

あつぎ市民ふれあいフォーラム
　10月19日、13時30分 ～16時。 総
合福祉センター。「深めよう！人
と人とのふれあい」がテーマの講
演会と（仮称）地域ふれあい都市
宣言の説明会。定員400人。無料。
申当日直接会場へ。先着順。 企
画政策課☎225-2590。

「あつぎ元気プラン」第2期
基本計画（案）の説明会

　10月20日、18時30分～20時。市
役所本庁舎。第9次厚木市総合計
画「あつぎ元気プラン」第2期基
本計画の策定に向けた説明会。定

員70人。無料。申当日直接会場へ。
先着順。 企画政策課☎225-2455。

土砂災害危険箇所マップの閲覧
　広島市での土砂災害を受け、
マップを公共施設に設置しました。
市ホームページからも閲覧できま
す。 危機管理課☎225-2190。

21-102市母子福祉連絡協議会・高
橋☎080-6639-3529へ。抽選。

市民ふれあいマーケット出店者募集
　《日時》11月16日、10時～14時（雨
天中止）《場所》厚木中央公園《内
容》家庭で不用になった物の販売

《対象》市内在住の方130店舗（高
校生以下は不可）《出店料》500円。
申往復ハガキに、〒住所、参加者
全員の氏名、日中に連絡が取れる
電話番号、販売品目、返信先、自
動車の使用の有無（車種とナン
バー）を書き、10月17日（消印有
効）までに〒243-8511環境政策課
225-2749へ。抽選。 141014

平成27年度4月の入所児童を募集
■認可保育所
　《対象児童》平成27年4月1日に
生後4カ月以上（一部保育所は生
後8週以上）で、保護者が①月64
時間以上・週4日以上の就労②妊
娠・出産③疾病・負傷または障が
いがある④同居または長期入院し
ている親族の介護⑤就学―などの
理由で保育できない乳幼児《対象
施設》市立＝厚木・相川・小鮎・
玉川・南毛利保育所。民間＝依知・
妻田・みどり・三田・岡田・けい
わ・あゆのこ・愛歩・はぐくみの
丘・おひさまっこ・けいわ星の子
保育園、厚

こ う

南
な ん

幼児園、荻野すみれ
愛児園、かねだチャイルド園・Ｙ
ＭＣＡあつぎ保育園ホサナ・保育
園Ｖ

ビ

ｉＶ
ビ

ｉ、キンダーガーデンこ
ばと、（仮称）もみじ保育園。そ
の他の新規園は今後お知らせしま
す。申10月20日から保育課、認可
保育所、公民館、総合福祉セン
ター、本厚木・愛甲石田駅連絡所
にある申込書に必要事項を書き、
11月4日～28日（土・日曜、祝日
を 除 く。11月15・16日、9時 ～15
時は受け付け可）に子どもを連れ
て直接、保育課☎225-2231へ。

県立職業技術校入校生募集
■1月生の募集
　①東部総合職業技術校（かなテ
クカレッジ東部☎045-504-2810）
＝セレクトプロダクト、室内施工、
ビル設備管理②西部総合職業技術

校（ か な テ ク カ レ ッ ジ 西 部 ☎
0463-80-3002）＝セレクトプロダ
クト、庭園エクステリア施工《対
象》就職するために知識や技術、
技能を習得したい方《募集期間》
10月14日～11月4日《選考日》11
月16日《募集案内》各技術校、ハ
ローワークで配布。
■4月生（前期）の募集
　①東部総合職業技術校＝コン
ピュータ組込み開発、機械CAD、
溶接・板金、建築設計、造園、ビ
ル設備管理、ケアワーカー、給食
調理など②西部総合職業技術校＝
自動車整備、電気、ICTエンジニ
ア、木材加工、建築CAD、ビルメ
ンテナンス、ケアワーカー、介護
調理など《対象》就職するために
知識や技術、技能を習得したい方
で、入校時点で24歳以下または保
育を要する乳幼児がいる方《募集
期間》10月6日～11月4日《選考日》
11月16日《募集案内》各技術校・
ハローワークで配布。
■説明会
　10月24日、 ①13時30分 ～ ②15時
～。かながわ県民センター（横浜市）。
　いずれも問い合わせは、県産業
人材課☎045-210-5715。

留守家庭児童クラブ関係書類
通知用窓空き封筒広告募集

　市が発送する封筒に広告を掲載し、
現物を納品できる広告主を募集します。

《規格》裏面1枠（縦6.5㌢×横17㌢）。
水色《枚数》2700枚《対象》市内
に事業所がある事業者《申込期間》
10月1日～20日。詳細は市ホーム
ページをご覧ください。抽選。
こども育成課☎225-2582。

「きれいな道づくり」
道路清掃ボランティア募集

　10月25日、10時～12時。本厚木
コース。定員50人。申電話または
ファクスにコース名、〒住所、氏
名、電話番号を書き、10月17日ま
で に 県 道 路 管 理 課 ☎045-210-
6359・ 045-210-8886へ。先着順。

競争入札参加資格定期申請
　市が平成27年4月1日～平成29年
3月31日に発注する建設工事・業

広報番組 ガ イ ド

放送時間（15分）　　　①12時～②19時30分～③22時45分～

番組はホームページ動画配信 CATV放送開始後に配信あつぎ元気Wave 検 索

※�内容や時間を変更す
る場合があります。

あゆチャンネル（11ch）

あつぎ 元気Wave

ケーブルテレビ ◆ようこそ、あつぎ素敵美術館へ10月1日～15日
美術館を散策して石の魅力に触れ、石彫を体験リポート

10月 の

みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち
《パブリックコメント》
●子ども・子育て支援新制度に係
る利用者負担（保育料）案
　《閲覧期間》10月1日～31日。
〒243-8511こ ど も 育 成 課 ☎225-
2262・ 225-4612・e-mail＝2180
@city.atsugi.kanagawa.jp
●「あつぎ元気プラン」第2期基
本計画の策定
　《閲覧期間》10月1日～10月31日。

〒243-8511企 画 政 策 課 ☎225-
2455・ 225-3732・e-mail＝1100
@city.atsugi.kanagawa.jp
●本人通知制度
　《閲覧期間》10月1日～31日。
〒243-8511市民課☎225-2110・
223-3506・e-mail＝2600@city.
atsugi.kanagawa.jp
　閲覧場所は、各課窓口、市政情
報コーナー、公民館、本厚木駅・
愛甲石田駅連絡所、総合福祉セン
ター、中央図書館、あつぎ市民交
流プラザ窓口、市ホームページな
ど。応募資格は市内在住在勤在学
の方または市内で活動する個人・
法人・団体。応募方法は閲覧場所
にある用紙を備え付けの「わたし
の提案」箱に投函するか、直接ま
たは郵送、ファクス、Eメールで
問い合わせ先へ。

あつぎ健康相談ダイヤル２４

　4・5面の「あつぎ素敵美術
館をつくる会」を取材しまし
た。固く冷たい印象のある石
ですが、作品は荘厳な雰囲気
から柔和で優しい表情のもの
まであり、石の種類や彫る技
術の豊富さに驚きました。何
度か通うと、時間帯や天気な
どの環境や、見る時の自分の
気持ちによっても違った表情
を見せてくれることが分かり、
石の魅力に触れました。会員
の皆さんの精力的な活動の結
晶が、末永く来園者に親しま
れることを願います。（山崎）

インターネットモニターからの意見を紹介

9月1日号「広報あつぎ」を読んで
◆同じ地区に住んでいる者として飯
山白龍の舞は誇りある素晴らしい文
化財だと思う／40代女性・飯山◆子
ども・子育て新制度で何が変わった
のか少し分かりづらかった／20代女
性・飯山◆時間があれば救命方法の
講座に参加したい／40代女性・妻田
南◆若い方が生き生きと農業に励ん
でいる姿がとてもすがすがしい／40
代女性・寿町◆オリンピックを目指
して活躍している子どもたちを心か
ら応援したい／30代女性・戸室

厚木市　インターネットモニター結果 検 索
問スポーツ政策課☎225-2531

《マラソン》【部門】1.5㌔の部＝小学5・6年生。1㌔の部＝小学3・
4年生。1㌔親子の部＝小学1・2年生と保護者の2人1組
　【対象】市内在住の小学生【費用】無料

《駅伝》1区＝1.42㌔、2区＝1.18㌔、3区＝1.18㌔、4区＝1.12㌔。
監督（責任者）1人、登録選手6人まで（走者は4人）
　【対象】市内在住の小学3～6年生のチーム100組【費用】無料
申スポーツ政策課、公民館などにある申込書（市ホームページから
ダウンロード可）に必要事項を書き、11月10日（必着）までに直接
または郵送、ファクスで〒243-8511スポーツ政策課 223-0044へ。

《日時》12月6日 9時～（雨天中止） 《場所》荻野運動公園（中荻野1500）

ちびっこマラソン＆駅伝競走大会
第3回

参加者募集
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タウンガイド
マ係5人・イヌ係4人・ウサギ係2人・
ガーデニング係6人）。307円（保
険代）。申ハガキ、ファクス、Eメー
ルに保護者の〒住所・氏名・電話
番号、児童の氏名（ふりがな）・
学年・性別・希望する係を書き、
10月24日（必着）までに〒243-8511
文化生涯学習課☎225-2512・
225-3130・e-mail＝0350@city.
atsugi.kanagawa.jpへ。抽選。

物忘れ予防・脳いきいき教室
　11月6日～12月25日の毎週木曜

（全8回）、14時～16時。あつぎ市
民交流プラザ。軽運動を取り入れ
た認知症予防教室。市内在住で65
歳以上の方25人（要支援・要介護
認定者を除く）。無料。申直接、
電話またはハガキ、ファクスに教
室名、〒住所、氏名、生年月日、
電話番号を書き、10月15日（必着）
までに〒243-8511高齢福祉課☎
225-2388・ 221-1640へ。抽選（初
めての方を優先）。 申141353

市立病院講演会「アレルギー
性鼻炎に対する舌下免疫療法」

　11月6日、14時～15時。メジカ
ルセンター。健康保険が適用され
た舌下免疫療法を耳鼻咽喉科部長
が解説。定員50人。無料。申10月
23日までに経営管理課☎221-1570
へ。抽選。 申141363

サイエンスカフェ第2弾
　11月11日、14時30分～16時30分。
厚木商工会議所。「健康と調理の
サイエンス～健康と調理・おいし
さ・食べやすさ～」がテーマの講
演。定員20人。500円（1ドリンク、
茶菓子付き）。申電話またはファ
クス、Eメールに講座名、〒住所、
氏名、電話・ファクス番号を書き、
10月28日までに厚木地区食品衛生
協会事務局☎・薨222-7643・e-mail
＝afha＠h9.dion.ne.jpへ。抽選。

市民法律講座
　11月6・13・20・27日（ 全4回 ）、
18時30分～20時。あつぎ市民交流プ
ラザ。消費者問題のトラブル対処
法や相続の遺産分割協議、紛争予
防のための証拠収集、近隣関係の

法律問題を弁護士が解説。市内在
住在勤の方100人。3回以上受講した
方に修了証書を進呈。無料。申直接、
電話またはハガキに〒住所、氏名、
電話番号を書き、10月17日（必着）
までに〒243-8511市民協働推進課☎
225-2100へ。抽選。 申141355

相模川ふれあい懇談会
　10月25日、14時～17時。海老名
市文化会館。今後の川づくりを考
える。申当日直接会場へ。 京浜
河川事務所計画課☎045-503-4091。

音楽が育むいきる力「ストレス
ケアと音楽療法の講演会」

　10月30日、10時~12時。あつぎ
市民交流プラザ。音楽療法士によ
る講演と音楽鑑賞。定員70人。無
料。託児あり（未就学児。要予約）。
申10月20日までに健康づくり課☎
225-2201。 申141398

セーフコミュニティシンポジウム
　10月28日、15時～17時。総合福
祉センター。「地域の絆とセーフ
コミュニティ」がテーマのシンポ
ジウム。定員350人。無料。申当
日直接会場へ。 セーフコミュニ
ティ推進課☎225-2865。先着順。

女性happyビジネススキルアップ講座
　11月8・15日（ 全2回 ）、10時 ～
16時。あつぎ市民交流プラザ。会
議などでのまとめ方や第一印象で
好印象を得るこつを学ぶ。全日程
を受講できる女性30人。託児あり

（1歳～小学3年生。要予約）。申直
接、電話またはハガキ、ファクス
に〒住所、氏名、電話番号、託児
の有無を書き、10月22日（必着）
までに人権男女参画課☎225-2454・

225-4612へ。抽選。 申141159

ひとり親家庭・東京ディズ
ニーシーバスツアー

　11月30日、7時30分。総合福祉
センター集合。18歳未満の子ども
がいるひとり親家庭の方50人。無
料（チケット代は実費）。申往復ハ
ガキに参加者全員の〒住所・氏名・
年齢・連絡先を書き、10月17日（消
印有効）までに〒243-0816林2-24- 

マイタウンクラブ

www.mytownclub.com
［携帯電話は末尾に/cpを］

印の番号でウェブ上からも、詳
しい情報をご覧いただけます。
「 申」と記されたものは、ウェ
ブ上から申し込みができます。

10月の青春劇場スケジュール
　4日＝唄う！青春劇場カラオケ
大会（ゲスト・立花伸一）。15時
～16時。定員100人。入場料500円。
25日＝あつぎ青春劇場落語会（出
演・柳家ろべえ）。11時～12時30分。
定員100人。入場料500円。
　いずれも会場はアミューあつぎ
9階。申当日直接会場へ。 商業
にぎわい課☎225-2840。

下水道ふれあいまつり
　10月18日、10時～15時。柳島管
理センター（茅ヶ崎市）、酒匂管
理センター（小田原市）。処理場
見学や模擬店など。 県下水道公
社☎0463-55-7438。

インターナショナルティーサロン
　10月12日、14時～16時。あつぎ
市民交流プラザ。外国籍市民によ
る日本語スピーチの発表会（日本
語でのおしゃべりも可）。茶菓子1
品持ち寄りまたは200円。申当日
直接会場へ。 人権男女参画課☎
225-2215。 241003

あつぎの山を歩こう！
　11月9日、9時30分 ～14時10分。
和みの丘集合（広

こ う

沢
た く

寺
じ

温泉入口バ
ス停近く）。見

み

城
じょう

ハイキングコース
などを歩く。市内在住在勤在学の
小学生以上の方40人（小学生は保
護者同伴）。500円。昼食をお持ち
ください。申ハガキ、ファクスに
教室名、〒住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号を書き、10月15日（必
着）までに〒243-0039温水西1-27-1
市体育協会☎247-7212・ 248-7151
へ。抽選。 申141406

厚木看護専門学校「たまご祭」
　10月25日、10時～15時。厚木看護
専門学校（松枝2-6-5）。白衣試着体
験や模擬店、フリーマーケット、
進路相談など。申当日直接会場へ。

厚木看護専門学校☎222-1240。

あつぎ協働大学特別講座
　11月22日、9時30分 ～13時。 東
京農業大学（船子1737）。ウマや
イヌ、ウサギの飼育、ガーデニン
グ体験。市内在住の小学生17人（ウ

市制60周年カウントダウン事業

11月
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10月
日 月 火 水 木 金 土
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　国から委嘱された行政相談
委員と人権擁護委員が、国の
行政機関の業務に対する苦情
や意見、要望をお聴きします。
隣近所とのもめ事や人権に関
する悩み事などの相談にも応
じます。

　施設工事に伴い、情報プラ
ザの駐車場を変更します。

※10月19日は、施設点検のた
め、臨時休館します。

《対象》市内在住在勤在学の方
申当日直接会場へ。
※10月は定例行政相談（毎月
第2・4木曜）と人権相談（毎月
第1～4水曜）は実施しません。

問市民協働推進課☎225-2100 問情報プラザ☎220-2711

10月開催 10月 時　間 会　場

20日
9時30分～12時 依知北公民館
13時30分～16時 依知南公民館

21日
9時30分～12時 相川公民館
13時30分～16時 愛甲公民館

22日
9時30分～12時 小鮎公民館
13時30分～16時 緑ケ丘公民館

23日
9時30分～12時 荻野公民館
13時30分～16時 睦合北公民館

24日
9時30分～12時 森の里公民館
13時30分～16時 玉川公民館

27日
9時30分～12時 睦合南公民館
13時30分～16時 睦合西公民館

28日
9時30分～12時 南毛利公民館
13時30分～16時 厚木北公民館

29日 9時30分～12時 厚木南公民館

地域相談会《日時》
10月13日  9時～21時
《対象施設》
東町スポーツセンター
　バドミントン、ソ
フトバレーボール、
卓球、柔道、合気道、
剣道、少林寺拳法、
空手、弓道、トレー
ニング（初回者講習を受講済みの高校
生以上の方のみ）など
猿ケ島・南毛利スポーツセンター
　バドミントン、ソフトバレーボール、
バスケットボール、卓球など

問市体育協会☎247-7212

体育施設を
　　 無料開放
体育施設を
　　 無料開放

情報プラザの駐車場が
変わります 11月2日まで

東名高速道路

バ
ス
乗
り
場

平
塚
↓

徒
歩

厚木アクスト
メイン・タワー

▶
入
口

◀入口

2階 情報プラザ

厚木アクスト船子駐車場
No.1～No.10（10台）

臨時駐車場
9月13日～11月2日
臨時駐車場（2台）
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①交通利便性の向上
　�　依知地区や座間市方面から圏央道へのアクセスが飛躍的に向上し、
所要時間が短縮されます。圏央道が一層利用しやすくなるほか、一
般道の交通分散による混雑緩和や交通事故削減にもつながります。
②物流の効率化による企業誘致の促進
　�　依知地区などのスマートIC周辺地域の利用価値が高まり、企業立
地の進展や雇用促進、定住人口の増加などが期待されます。
③地域経済の活性化
　�　広域的なアクセスの向上による大型商業施設への来客の増加など、
座間市方面も含めた県央地域全体の経済の活性化が期待できます。
④救急搬送時間の短縮
　�　第３次救急医療施設（重篤な救急患者を受け入れる大学病院など）
までの搬送時間が短縮され、救急体制の強化につなげられます。

　高速道路の本線やパーキ
ングエリアなどへの設置が
進んでいるICです。ＥＴＣを
搭載した車両のみが通行で
きます。簡易な料金所の設
置で済み、料金徴収員が不
要なため、低コストで導入
できます。

スマートIC とは

　圏央道の厚木ＰＡにスマートICを連結する許
可が下りました。ＥＴＣ（自動料金支払いシステ
ム）を搭載した全車種が２４時間利用でき、外回
り・内回りの全方向に出入りが可能な「フルイ
ンター」として設置されます。平成30年度末の
利用開始を目指して整備を進めます。
問国県道調整課☎225-2354

（9月1日現在）

厚木市
の

人　口 ※65歳以上、外国人市民は住民基本台帳による9万6214世帯 −前月比35世帯増−

22万5124人（男11万6999人、女10万8125人） 
−前月比7人減−

●6 5 歳以上＝4万8915人（男2万2891人、女2万6024人）
●外国人市民＝5556人（男2727人、女2829人）

人　口

世帯数

「広報あつぎ」では、自主財源確保のため広告掲載事業を実施しています。広告掲載の申し込みは㈱相鉄エージェンシー☎045-450-1804へ。

厚木PAスマートIC

【大賞】　国丸リサさん（前列中央）
【厚木市長賞】　加藤うららさん（14・前列中央右）
【実行委員会特別賞】　中辻雄太さん（21・前列中央左）
【ユニバーサルミュージック賞】　野原衣

い

純
ずみ

さん（14・前列左端）
【FMヨコハマ賞】　斉藤渚さん（22・前列右端）

あつぎミュージックフェスティバル第１回

オリジナル曲を弾き語りで熱唱した国丸さん

　厚木市からプロの歌手を生み出す「あつぎミュージックフェスティ
バル新人発掘オーディション」で、応募者88人の中から市内在住の
国丸リサさん（18）が大賞に輝きました。ユニバーサルミュージック
合同会社から楽曲が提供され、配信デビューします。
問文化生涯学習課☎225-2508

　大賞を受賞することがで
きて、とても幸せな気持
ちでいっぱいです。有名に
なって、全国ツアーができ
る歌手になりたいです。

　歌声はもちろん、オリジ
ナルの曲で自分の世界観を
存分に表現していたところ
が特に素晴らしかった。

受賞のコメント

審査員の講評

（
仮
称
）

パーキングエリア インターチェンジ

《料金》　5000円（全席指定）※未就学児入場不可
◆市民優先予約　10月１日13時～５日23時（抽選500枚・１人４枚まで）
　・ローソンチケット（http://l-tike.com/atsugimticket/）
◆先行予約　10月６日～
　・ローソンチケット（Lコード：74221）、イープラス
◆一般発売　10月25日～
　・ローソンチケット（Lコード：74221）、イープラス
　・�文化会館チケット予約センター☎224-9999
　　10時～18時（火曜、祝日の翌日休館）
問ホットスタッフ・プロモーション☎03-5720-9999（平日12時～18時）

スマートIC設置でここが変わる！

（仮称）厚木PAスマートIC予定図

外回りPA

堤防道路

ETCゲート

ETCゲート

座架依橋 相模川

本線（外回り）

本線（内回り）

内回りPA

海
老
名
方
面
◀

相
模
原
方
面
▶

●外回り接続道路

●内回り接続道路

（仮称）厚木PAスマートIC接続道路予定図

N
ETCゲートの

手前で必ず一旦停止

スマートIC

国丸リサさんが大賞を獲得
く　に　　ま　る

チケット

国丸さんが

メジャーアーティスト
と共演 J-POPコンサート

《日時》
11月22日土
16時開場　17時開演
《場所》
文化会館大ホール
《出演》シェネル、B

ベ 　 ニ

ENI、
三浦大

だい

知
ち

、新
しん

里
ざ と

宏
こ う

太
た

、
V
ビ ム ク リ ッ プ

imclip、ｎ
ノ ブ

.o.ｂ.u!!!、
L
リ フ レ ン ズ

IFriends、ピンクダイ
ヤモンド
《司会》J

ジ ョ イ

OY、浦
うら

浜
は ま

アリサ

CATV�10/16～放送
あつぎ 元気Wave

市制60周年
カウントダウン事業

検�索厚木市J-POPコンサート


